
川崎縦貫高速鉄道整備事業に関する説明会における 

主な意見・要望・質問 

※同主旨の御意見等は代表的なものを掲載しております。 

(1) 計画内容に関するもの 

・早期に二期区間についても具体化し、更に羽田までの開通を望む。 

・新百合ヶ丘周辺の開発が進み混雑増を懸念しているので、早期着工を。 

・武蔵小杉駅周辺の人口増加、放置自転車等住環境に配慮をした計画を。 

・駐輪場を含む駅前広場の整備について。 

・コスト縮減も大事だが、安全性への配慮も怠らずに。 

  ・地下鉄新駅の高齢者・身障者対策はどうなっているのか。 

・駅位置の詳細を教えてほしい。 

・5年 1％の運賃改定での収支計画は厳しいのでは。他路線の状況は。 

(2) 需要予測の手法に関するもの 

・需要予測を下回る実例もある。需要予測の前提に信頼性はあるのか。 

(3) 市の財政状況に関するもの 

・多大な財政負担。一部地域の不便解消より、市財政全体から判断を。 

 (4) その他 

・アンケートを再度実施すべき。 

・JR 南武線の輸送力増強、JR 武蔵野南線の活用を図るべき。 

・交通不便地域解消には、コミュニティーバス、バス路線再編等の対応

で十分 

・元住吉接続計画に計画上の瑕疵があったので中止したのではないか。 

・鉄道便利地域、不便地域の別なく対象とするアンケートは反対 

・地下鉄開通後のバス路線の再編で不便になるのが不安 

・国の評価の見通しと今後の手続について。  

・３号線を延伸して、あざみ野～新百合ヶ丘間の開通を優先して。 


